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平成27年２月期第２四半期累計期間業績予想との差異に関するお知らせ 
 

 

 平成26年４月11日に公表しました平成27年２月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実績数値に差異が生

じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成27年２月期第２四半期累計期間業績予想との差異 

（平成26年３月１日～平成26年８月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当り四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 21,470 10 △23 △59 △9.33 

今回実績（Ｂ） 21,306 △34 △52 △82 △13.09 

増減額（Ｂ－Ａ） △163 △44 △29 △23 － 

増減率（％） △0.8 － － － － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成26年２月期第２四半期) 
21,581 214 174 94 14.89 

 

２．差異の理由 

 当第２四半期累計期間におきましては、消費税率引上げに伴う駆け込み需要に加えて倶知安店開店の協賛セール

などにより、３月の業績は既存店売上高が前年同期比108.8％となるなど大きく伸長いたしました。しかしながら、

４月以降においては、駆け込み需要の反動による消費落ち込みからの回復が遅れていること及び消費税増税・物価

上昇に伴う消費者の生活防衛意識や節約志向の高まりなどにより、当第２四半期累計期間における既存店売上高は

前年同期比98.1％となりました。部門別としては、米・タバコの消費が低迷するグロサリー部門と夏物セールなど

が不調であった衣料部門の不振が大きく影響し、売上高は当初予想を0.8％下回ることとなりました。 

利益面におきましては、当社の旗艦店であります山の手店が店舗建替のため約４か月間に亘り改装休業したこと、

また、上期の新装開店（倶知安店、山の手店）に伴う一時費用の発生などにより、売上高の減少に加えて販売費及

び一般管理費の増加要因が重なり、営業利益、経常利益及び四半期純利益ともに、当初予想を下回る結果となりま

した。 

なお、平成27年２月期通期業績予想につきましては、平成26年４月11日に公表しました数値から変更はありませ

ん。 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


